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Weekly Report 
クラブ・スローガン  Ｌｏｖｅ ～愛をもって今を生きる～ 

会長の時間     第 61代会長 田畑 寛樹 

田畑寛樹年度第 15回     通算 2821例会      令和 5年 11月 16日 

◆次回の例会◆ 令和 5 年 12 月 7 日（木） 弁護士大倉浩様卓話  点鐘：12：30 会場：ふな又 

 

 

 

 親愛なる皆様、こんばんは。 

本日も皆様にお会いできたこ 

とに感謝を申し上げます。 

 本日の例会は、浦和東ロー 

タリークラブ所属で、地区ポ 

リオ・プラス委員長の杉本浩 

一様をお迎えしております。 

杉本様、ようこそ岩槻ロータ 

リークラブへ。私たちは杉本 

様の訪問を心から歓迎します。 

どうぞ自慢の岩槻ロータリークラブを時間の許す限り楽し

んでもらえましたら幸いと存じます。 

  

来たる 11月 22 日（水）18:00～まこと寿し様にて、新会

員であります池田会員、眞々田会員の大歓迎会を開催致し

ます。皆で池田会員、眞々田会員を大歓迎しましょう。 

 

 11 月 11 日（土）、12 日（日）に開催されました地区大会

へご参加下さいまして、誠にありがとうございました。ま

た、2 日目開催前の募金活動へ岩槻高等学校 IAC25 名、顧

問の柴田様、当クラブから岡野、内藤青少年・財団・米山

正副委員長と一緒に参加して参りました。 

そして、本日欠席でございますが、原田地区国際交流委

員長も 1 日目の早朝より成田空港へ向かい韓国訪日団のお

迎えからアテンド等、職務を全うされておりました。 

私もこの 2 日間を通して、『皆様とやれるだけのことはや

った』と思える充実した時間を過ごさせていただきました

ことに、衷心より感謝を申し上げます。 

 

 地区の行事があると会場の入口まわりでポリオの募金が

あります。するとそこにはいつも杉本様がおられ、募金を

します。何かあると募金とその繰り返しで、ポリオの募金

をしているのか、杉本様の顔を見に行っているのか、みた

いな感じになっています。皆様もこれと似たようなことが、

プライベートや仕事でもあるのではないでしょうか？私も

まだまだまだ若輩者ではございますが、こう思います。人

生が上手くいっているときは『楽しんで行動しているとき』

だと。 

杉本様は商工会議所、青年会議所の先輩ではございますが

今まで何かを一緒にする機会がありませんでした。そのせ

いもあり、なおさら杉本様がロータリーライフを楽しんで

いる姿を拝見し、これから一緒に末永く活動できると思う 

 

幹事報告            幹事 関根 信行 

① 11 月のロータリーレート 

は１ドル：149 円です。 

② 国際ロータリー第 2770 地 

区より、地区大会において 

ＲＩ会長代理の第 2680 地 

区滝澤功治パストガバナー 

が講師をされた「指導者育 

成セミナー」の資料が届き 

ました。 

ぜひご覧下さい。 

③ 公益財団法人ロータリー米山記念奨学会「ハイラ 

イトよねやま」Vol.284 号 

④ 岩槻東 RC、大宮北東 RC より 11 月の例会予定が来てお

ります。 

⑤ 大宮西 RC、大宮北 RC 、大宮東 RC より週報が来ており

ます。 

 

  

 

とワクワクして参ります。 

本日の例会を開催するにあたり、小林 利郎部門委員長、

岡野委員長、内藤副委員長を始めとする委員会メンバー一

同による企画の立案、いただいた USB データ動作確認、例

会の出欠確認、当日の準備と率先垂範して下さいました。 

これも偏にクラブ会員や卓話者でもある杉本様に『楽し

んでもらいたい』自分たちも『楽しみたい』という心の表

れではないかと私は思います。誠にありがとうございまし

た。  

皆様、『笑顔から全てが始まります。』本日も楽しんで参

りましょう。私たちは、利他の心を養い、人を育てるとと

もに、献身的な奉仕活動を行う世界的な団体です。私たち

は、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可

能な良い変化を生むために、人びとが手を取り合って行動

する世界を目指しています。 

 

世界（all）が愛に溢れ、幸せでありますように。 

  

以上で会長の時間とさせていただきます。 

皆様、本日も何卒よろしくお願い申し上げます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：管理運営委員会  委員長 伊藤真守 副委員長 松永豪 委員 中村正 原田晃博 鈴木真樹 田中芳明 樵康史 

 

国際ロータリー第 2770地区ロータリー財団部門 

ポリオ・プラス委員会 

委員長 杉本浩一様（浦和東ＲＣ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話     ポリオの現状について         

中村恵さん、第 2780 地 

区ロータリー財団学友・N 

PO 法人国連 UNHCR 協議会職 

員が、2022 年 10 月 23 日に 

国際ロータリー2780 地区学 

友会第 11 回総会で、UNHCR 

の上司、そして財団奨学生 

の先輩「緒方貞子さん」と 

題して、スピーチされた内 

容が掲載されております。 

 皆様も、緒方貞子のことはご存じだと思います。 

日本人初の国連難民高等弁務官として、多くの難民支援活

動にご活躍されたり、黒柳徹子さんをユニセフ親善大使に

推薦をされた方です。 

 緒方貞子さんが、日本人 2人目のロータリー財団奨学生

であったと、ロータリーの友、11 月号を拝読して、初めて

知りました。ロータリー財団奨学生として、アメリカのジ

ョージタウン大学院へ留学された緒方貞子さんは、留学中

のワシントンでは、ロータリアンのホームパーティーによ

く招かれたそうです。 

 「超我の奉仕「Service Above Self」ロータリー財団

奨学生として、人の為につくす意義と重要性を表す標語に

触れたこと、留学中にロータリーの精神にじかに触れ、大

きな刺激を受け、自然とこの言葉がその後の人生の指針と

なっていったのが、財団奨学生の後輩でもあった中村恵さ

んにも体感できると記されております。 

 

 また、ロータリーアットワークのページには、日本中の

ロータリークラブの活動が掲載されております。 

今回は、日本の各地区、各クラブで多くのポリオ根絶活動

が実施されたことも掲載されておりました、なかには 3 日

間の活動で 130 万円を超える多額の寄付を集めた地区もご

ざいました。 

           ポリオ根絶につきましては、本日 

の 2770 地区ポリオ・プラス委員会、 

杉本浩一委員長(浦和東 RC)の卓話 

を拝聴致しまして、私たちも、今 

以上しっかりと取り組まなければ 

ならないと考えました。 

              

結びに、私の持論となりますが、 

平和や安全、安心等はは願うので 

はなく、創るものだと思っており 

ます。 

 

  

  

 

ロータリーの友を読んで   岡野 育広 会員 

 

ポリオ根絶：ロータリーの最優先事項 
 

10月 24日は世界ポリオデー 

ポリオワクチンを開発したジョナス・ソーク博士の誕生日 

 

「世界ポリオ根絶推進活動（Global Polio Eradication 

Initiative＝GPEI）」という言葉を聞いたことがありますか。

これは、国際ロータリーをはじめとするパートナー団体と各国

政府による、世界からポリオを根絶することを使命とする官民

共同のパートナーシップです。 

主要パートナー団体が、【ロータリー、世界保健機関（WHO）、

米国疾病対策センター（CDC）UNICEF（国連児童基金）、ビル＆

メリンダ・ゲイツ財団】それぞれ異なる役割を担っています。 

GPEIが立ち上げられて以来 35年間の懸命な活動によりポ

リオ野生株の発症数は 99.9％減少しました。 

現在もポリオ常在する国は、アフガニスタンとパキスタン

の 2 か国のみとなっており、ラストスパートを迎えておりま

す。 

しかしながら、寄付の数値目標以上に達しているのは、ロ

ータリアン 12人に 1 人、クラブは 5 クラブに１クラブと言わ

れております。 

そして、世間におきましてもその認知度は高いとは言えない

のではないでしょうか。対内的にも、ポリオ根絶活動の理解

を深めてもらい協力の輪を広げると共に、一般の方々にも知

っていただく機会を作ることが大切だと考えます。 

 

ポリオとは 
日本名は『急性灰白髄炎(きゅうせいかいはくずいえん』一般名

『小児麻痺』と言われております。 

主に小児に発症しますが、大人に発症することもあります。 

病原体のポリオウイルスが脊髄の灰白質に入り込んで神経細胞

を傷害します。 

主な症状としては、手足の筋肉が麻痺をおこし、手足が極端に細

くなります。 

麻痺が重症化すると、呼吸する為の筋肉までが委縮して自分では

呼吸が出来なくなるために、死亡するか、人口呼吸装置に入り続け

なければなりません。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆次回の例会◆ 令和 5 年 12 月 7 日（木） 弁護士大倉浩様卓話  点鐘：12：30 会場：ふな又 

 

 

卓話                         ポリオの現状について  

 

世界のポリオ常在国 

1988 年には流行国 125 カ国、350,000 人が発症したが

2023 年 9 月現在流行国はアフガニスタンとパキスタンの 2

カ国。患者は 7 人まで減りました。 

 なぜ、未だにアフガニスタン、パキスタンからはポリオ

を根絶できないのか。 

・戦闘状態の地域がある為ポリオワクチン投与が出来ない。 

・ポリオワクチンに対する不信感。アフガニスタンやパキ

スタンでは子供へのポリオワクチン投与を拒む親が年間数

十万人いるといわれています。その理由は、ポリオワクチ

ンをアメリカが開発した不妊薬だと思い込んでいるからで

す。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ、今、ポリオなのか？根絶なのか？ 

1 麻痺を含む重篤な疾患の大規模な流行 

2 ポリオウイルスは、ヒトのみが宿主 

3 安価で効果的かつ接種が容易なワクチンの存在 

4 多くの国・地域でポリオフリーを達成 

5 天然痘根絶の成功体験 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポリオに関する事実 
1 ポリオに感染しやすいのは 5歳未満の子供 

2 治療法はないが、ワクチンで予防が可能 

3 野生型ポリオウイルス常在国はわずか２か国 

4 1988年以来、発症数は９９．９％減少 

5 ポリオを永久になくさない限り、感染リスクは全世界の 

  子供に 

ポリオの治療方法と予防 
○治療方法 

 ポリオの治療薬は現在存在しない。発症後は対処療法のみ。 

○予防方法 

 ポリオワクチンによる予防接種によって予防できます。 

以上の事から、ポリオは予防接種を行うことが唯一の基本戦略

となります。 

ポリオの意外な特徴 
ポリオウイルスが感染しても、90～95％は不顕性感染（感染後

も無症状で経過するもの）でおわります。4～ 8％はカゼのよう

な症状（発汗、下痢・鑑別はできない。0.5～1％が非麻痺型（不

全型に髄膜刺激症状が加わり、無菌性便秘・悪心・嘔吐などの胃

腸症状、咽頭痛・咳などの呼吸器症状など）にとどまります。 

これらの臨床症状からいわゆるカゼとの髄膜炎となるが、麻痺を

伴わない）で、感染者の約0.1%が典型的な麻痺型（弛緩性麻痺： 

AFP)をあらわすにすぎません。 

 

ポリオプラスプログラム 
1985年ロータリーは、全世界でポリオの根絶をめざす「ポ

リオプラスプログラム」を設置しました。 

ポリオプラスの「プラス」の意味は、最初は破傷風、麻疹（は

しか）、 ジフテリア、結核、百日咳の５つの伝染病のことを指

していましたが、ポリオだけの根絶でも容易なことではなく，

現在まで、他の伝染病の根絶活動には手が付けられておりませ

ん。そこで，現在では，世界的なポリオ根絶運動がもたらした

遺産や、多くの研究結果による功績のことを指しているとされ

ています。 

 

世界ポリオデーに何をする？ 
１、募金活動（これは基本！、インターアクト等と一緒に） 

２、一般市民への啓発活動（リーフレット、ポスター等）   

３、ポリオについての講演会（会員向け、一般向け） 

４、地域のイベントへの参加 

５、イベントをする 

６、アドボカシー 

７、その他 
 

ポリオ根絶活動 

予防できた症例数           1740 万件 

救った命          150 万人 

動員したボランティア    2000 万人 

ワクチンを投与した子供たち 25 億人 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：管理運営委員会  委員長 伊藤真守 副委員長 松永豪 委員 中村正 原田晃博 鈴木真樹 田中芳明 樵康史 

 

出 席 報 告 
会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

20 12  2 70.00％ 

 
スマイル報告 

本日のスマイル合計 18,000 円 

年間累計額 294,000 円 

 

スマイルＢＯＸ              

ビジター 

地区ポリオ・プラス委員長 杉本浩一 様 

「本日は宜しくお願い致します。」 

メンバー（50 音順） 

伊藤真守 本日も宜しくお願い致します。 

遠藤隆雄 杉本様、卓話よろしくお願いたします。 

岡野育広 杉本委員長、本日の卓話を楽しみにしてます。 

小林 篤 杉本様本日よろしくお願いします。 

鈴木真樹 地区ポリオ・プラス杉本委員長様、本日は宜しく 

お願いします。 

関根信行 杉本様、本日はよろしくお願い致します。 

田畑寛樹 親愛なる皆様、こんばんは。杉本様、岩槻ＲＣへ 

ようこそ。どうぞ自慢の岩槻ＲＣを楽しんでいた 

だけましたら幸いに存じます。とても楽しみで 

す。皆様本日も何卒宜しくお願い申し上げます。 

内藤 明 本日の担当例会よろしくお願いします。 

中村 正 お客様ようこそ。 

松永 豪 本日もよろしくお願い致します。 

眞々田悟 本日も宜しくお願い致します。 

三浦宣之 本日もよろしくお願い致します。 

 

               11 月 22 日（水）18 時よりま 

こと寿司において 10 月に入 

会された池田 智昭会員・眞々 

田 悟会員お二人の大歓迎会を 

開催しました。 

お二人を囲んで美味しい料 

理、お酒を堪能、皆で大いに 

親睦を図るとても楽しい時間を過ごしました。 

池田会員、眞々田会員末永くよろしくお願い申し上げます 

 また、遠藤隆雄パスト会長から新会員お二人の大歓迎に

とお心遣いを賜りました。誠にありがとうございました! 

 

 

新会員大歓迎会開催報告               

本日はご縁のある方たちに囲まれて卓話をするという貴

重な機会を頂いた事を嬉しく思っております。 

ご静聴ありがとうございました。  

 

卓話                         ポリオの現状について  


